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鳴門市情報公開・個人情報保護審査会答申第３３号 

 

第１ 審査会の結論 

異議申立ての対象となった本件公文書について、実施機関が行った不開示決定

は妥当である。 

 

 

第２ 異議申立て及び諮問の経緯 

 １ 公文書開示請求 

異議申立人は、鳴門市情報公開条例（平成１３年鳴門市条例第３４号。以下

「条例」という。）第６条第１項の規定に基づき鳴門市長（以下「実施機関」

という。）に対して、平成２７年１１月１８日に下記の文書について開示請求

を行った。 

 

件名：「鳴門市新ごみ焼却施設建設工事の平成１９年３月１７日に行った煙道

の工場検査の総括検査報告書 １材料・３外観構造検査・４寸法検査」 

 

 

 ２ 実施機関の決定 

実施機関は、平成２８年１月８日に該当する公文書について不存在であると

し、不開示決定を行い、異議申立人に通知した。 

 

 

 ３ 異議申立て 

平成２８年１月２０日付けで、異議申立人は本件不開示決定を不服として行

政不服審査法（昭和３７年法律第１６０号）第６条の規定に基づき、実施機関

に対して「本件処分は不当である。」として異議申立てを行った。 

 

 

 ４ 諮問 

平成２８年２月８日、実施機関は鳴門市情報公開・個人情報保護審査会（以

下「当審査会」という。）に対して、当該異議申立てについて諮問を行った。 

 

 

第３ 異議申立人の主張要旨 

 １ 異議申立ての趣旨 
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異議申立ての趣旨は、実施機関が行った本件不開示決定を取り消すとの決定

を求めるというものである。 

 

 

 ２ 異議申立ての理由 

異議申立人から提出された異議申立書、意見書及び口頭意見陳述における異

議申立人の主張を要約すると、異議申立ての理由は、おおむね次のとおりであ

る。 

 

本件対象公文書は、竪型煙道・斜め煙道の工場検査総括検査報告書であって、

竪型煙道・斜め煙道は、再燃焼ゾーンの一部を形成する重要な燃焼機器である。 

しかし、これまで開示された煙道の工場検査報告書は、総括検査成績書１枚

のみであり、燃焼機器とする煙道の工場検査の材料員数検査表等の工場検査表

が存在しないことはあり得ない。 

これは、この時点で市は煙道が燃焼室の機能を有する認識が無かった若しく

は行政の不都合で不存在とする不開示決定をしたことになる。 

この行為は、条例の趣旨である住民の知る権利を奪う行為で、行政の文書主

義にも反する。 

 

 

第４ 実施機関の説明要旨 

実施機関から提出された理由説明書及び意見聴取を要約すると、本件処分の理

由は、おおむね次のとおりである。 

 

  本件対象公文書は、施工承諾申請図書の一部として提出されている検査要領書

に基づく検査結果であるが、竪型煙道・斜め煙道については、検査要領書の提出

を求めておらず、検査成績書は提出されていない。したがって、本市に当該文書

は存在せず、本件に関して開示できる文書が存在しない。 

 

 

第５ 審査会の判断 

当審査会は、本件事案について、審査した結果、次のとおり判断する。 

 

１ 本件対象公文書について 

  異議申立人は、異議申立ての趣旨として、異議申立てに係る処分を取り消す

との決定を求めており、竪型煙道・斜め煙道は再燃焼ゾーンを構成する重要な
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機器であることから、本件請求対象文書が存在しないことはあり得ず、行政の

不都合を理由とする不開示決定であると主張している。 

  そこで、当審査会としては、本件対象公文書が不存在であることの妥当性に

ついて審査する。 

 

 

２ 本件対象公文書が不存在であることの妥当性について 

  実施機関の説明によると、本件対象公文書である検査成績書は、施工承諾申

請図書の一部として提出されている検査要領書に基づく検査結果であり、当時

の経緯は不明であるが、竪型煙道・斜め煙道については、特に何らかの機能が

ついているものではないことから、職員が現地まで赴いて検査する必要はない

と判断したと推定でき、検査要領書の提出を求めておらず、そのため、本件対

象公文書は存在していないとのことである。 

かかる実施機関の説明に特段不合理な点はなく、竪型煙道・斜め煙道につい

ては、検査要領書に基づく検査成績書の提出を求めておらず、本件対象公文書

は不存在であると認めるのが相当である。 

よって、本件対象公文書が不存在であることを理由として行った公文書不開

示決定は妥当である。 

 

 

３ 結論 

以上のことから、当審査会は「第１ 審査会の結論」のとおり判断する。 

 

 

第６ 審査会の処理経過 

本件事案に係る当審査会の処理経過等は、次のとおりである。 

年 月 日 処理経過内容 

平成２８年 ２月 ９日 諮問書の受理 

２月２９日 実施機関理由説明書の受理 

      ３月２２日 異議申立人意見書の受理 

９月１２日 ・異議申立人による口頭意見陳述 

・実施機関による理由説明の聴取 

・審議 

     １１月２５日 ・審議 

     １２月２７日 ・答申 
 


